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（審議経過） 

○交通対策課長 皆さん、おはようござい

ます。 

 それでは、定刻になりましたので、ただ

いまから第６回足立区総合交通計画改定協

議会を開催させていただきます。 

 私、事務局を務めさせていただきます交

通対策課長の須藤でございます。よろしく

お願いいたします。 

 本日は、ご多忙の中ご参加いただきまし

て、まことにありがとうございます。 

 長期間にわたりご議論いただきました当

協議会も本日最終回となる予定でございま

す。前回の協議会で頂戴したご意見をもと

に計画書の内容を修正いたしましたので、

本日はご確認いただき、総合交通計画の答

申案として決定いただきたいと考えており

ます。 

 続きまして、本日の資料について確認さ

せていただきます。 

 まず、次第と資料につきましてはあらか

じめ発送させていただいております。一部、

発送した資料から修正させていただきまし

た。計画書の３４ページを修正しましたの

で、お手数ですが机の上に配付したものを

本日ご覧いただきますようお願いいたしま

す。差しかえをお願いいたします。当日お

渡しさせていただいた方の資料の中身は修

正したものに差しかわっておりますので、

３４ページをご確認ください。 

 本日の資料は、資料１が「計画改定スケ

ジュールについて」というものでございま

す。資料２が「第５回協議会の意見」、Ａ

４のペーパーです。資料３が「足立区総合

交通計画（答申案）」でございます。よろ

しいでしょうか。もしお手元にありません

でしたらお声がけください。 

 本協議会は条例において公開を原則とし

ております。会議録及び出席者については

区のホームページで公開させていただきま

すので、あらかじめご了承ください。また、

会議風景を事務局にて撮影させていただき

ますので、ご承知おき願います。 

 本日は、お手元にございます次第に沿っ

て進めさせていただきます。 

 議題に入る前に、このたび人事異動で警

視庁千住警察署の交通課長が変更となりま

した。変更に伴い、新たに委員に就任され

る方に委嘱状をお渡しいたします。本来、

区長から交付させていただくべきところで

ございますが、本日は公務につき、大変恐

縮でございますが、代理で都市建設部長よ

り委嘱状をお渡しさせていただきます。私

がお名前をお呼びいたしますので、その場

でご起立いただきたいと存じます。 

 警視庁千住警察署交通課長、馬渡幸一様。 

○大山幹事 

委嘱状 

馬渡幸一様  

足立区総合交通計画改定協議会委員を委嘱

します。 

平成３１年３月２８日  

足立区長 近藤やよい  

 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○馬渡委員 よろしくお願いいたします。 

○交通対策課長 委嘱については以上とな

ります。委員の変更に伴い、名簿について

も内容を更新したものをお渡しさせていた

だきましたので、ご確認願います。 

 続きまして、協議会の会長であります内

山会長より開会のご挨拶をいただきたいと

存じます。内山会長、よろしくお願いいた

します。 

○内山会長 内山でございます。 

 年度末の慌ただしい中、また、花粉が飛

び散っている中お集まりいただきまして、

まことにありがとうございます。 

 先ほど須藤課長からお話がありましたけ

れども、一応予定では本日が最後と。約２
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年前に区長から諮問を受けて、その答申を

つくるという作業が終わることを告げてい

るわけです。もし今日ご承認いただければ、

来月、区長に無事答申書を渡すことができ

るという運びになっております。最後です

ので、漏れのないように皆様方のお考えや

ご提案やご指摘を網羅して完璧な答申書を

つくりたいと思っていますので、ぜひご協

力の上、ご発言も活発にお願いいたします。 

 簡単ですけれども、挨拶にかえさせてい

ただきます。 

○交通対策課長 内山会長、ありがとうご

ざいました。 

 これ以降は内山会長に司会をお願いした

いと思います。内山会長、よろしくお願い

いたします。 

○内山会長 座ったままで失礼しますが、

早速ですけれども、次第の２、次第の３の

内容について事務局より一括して説明をお

願いいたします。 

○事務局 次第２、計画改定のスケジュー

ルについて、事務局の古賀から説明させて

いただきます。座ってご説明させていただ

きます。 

 初めに、資料１「計画改定スケジュール

について」をご覧ください。 

 今回ご議論いただく内容は、網かけ部分

の計画答申案になります。本日答申案が確

定しましたら、４月に会長・副会長・幹事

で構成する調整部会を開催し、会長から区

長へ答申していただくスケジュールを考え

ております。 

 次に、次第３、足立区総合交通計画（答

申案）についてご説明いたします。初めに

資料２をご覧ください。 

 こちらは、前回の協議会でお示しした答

申素案に対していただいたご意見になりま

す。このご意見に基づいて修正し答申案を

作成しましたので、修正箇所をご説明いた

します。次の資料３「足立区総合交通計画

（答申案）」をご覧ください。２枚めくっ

ていただき、１ページをご覧ください。 

 修正箇所を赤字であらわしております。

最初の３行は、「区の交通利便性が向上し

たことも記載すること」とのご意見から、

つくばエクスプレスや日暮里・舎人ライナ

ーの開業、コミュニティバス１２路線の開

設、都市計画道路や駅前広場の整備が進ん

だことを追記いたしました。 

 その下の赤文字の部分ですが、こちらは、

「交通手段を持続的に確保していくのはど

の主体が行うか」というご意見から、行政、

事業者、区民が一体となって実施すること

を追記いたしました。また、「移動困難者

の支援という視点が必要」というご意見か

ら、高齢者を初めとする多様な人々の移動

実態に即した交通環境を整えることを追記

いたしました。 

 次に、７ページをご覧ください。 

 赤文字の部分になりますが、こちらにつ

きましては、「バス路線を通すだけではな

く、運行本数も含めて不便かどうかが問題

となる」というご意見を踏まえ、交通空白

地域ではないものの、バスの運行本数が少

ない地区も存在するということを追記いた

しました。 

 次に、８ページをご覧ください。 

 グラフの凡例で、「Ｎとは何かを記載し

たほうがよい」というご意見から、赤で囲

った部分になりますが、「回答数」という

表記を追加いたしました。 

 次に、１１ページをご覧ください。 

 「前計画でバス路線が位置づけられてい

た地区で、今回バス路線導入などの検討対

象外となった地区があるため、丁寧な説明

が必要」というご意見から、新たに１ペー

ジ追加しました。内容としては、まず①「不

便感が「高い」地区のバス施策」ですが、

図上黄色で着色された地域が移動に不便感

が高い地区です。オレンジで示した線や三
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角などが前計画のバス施策になります。こ

のバス施策については、そのまま実施する

のではなく、区民ニーズや交通事業者の意

向等を考慮して、実効性・実現性の高い新

たな施策を検討します。次に②ですが、「不

便感が「低い」地区のバス施策」です。図

上青色で着色した地区が不便感が低い地区

で、青線や青の三角が前計画のバス施策に

なります。不便感が低い地区では、前計画

のバス施策を進めるのではなく、現行サー

ビスを維持する施策を実施し、交通利便性

の低下を招かないように取り組んでいきま

す。 

 次に、２４ページをご覧ください。 

 一番下の赤枠で囲む部分になります。「こ

れまでの協議会で議論した財政支援の内容

を盛り込む必要がある」というご意見から

追記いたしました。内容としましては、「区

は、交通不便地域の改善を図るため、地域

やバス事業者と協力し、新たに計画するバ

スやバス以外の多様な交通手段の導入にあ

たり、財政支援も含めた対応を検討します。

財政支援は、検証運行に対し実施しますが、

その後本格運行を行う場合には、検証運行

の実績等を元に判断していきます。」と追

記いたしました。 

 次に、３５ページをご覧ください。 

 中段の赤文字部分になりますが、「拠点

間のバス路線維持・強化という事業の中で、

維持していくためには区民の役割もあるの

ではないか」というご意見を受け、区民の

役割を追記いたしました。区とバス事業者

で利用促進策を実施していく中で、区民は

モビリティ・マネジメント、公共交通の役

割や利用方法を理解し、過度な自家用車利

用から公共交通を適切に利用するなどを実

践することを追記いたしました。 

 また、図上の赤い点線で囲んだ新田・宮

城・江北地域の検討路線について、「採算

性の観点から駅と結んだほうがよいのでは

ないか」というご意見をいただきました。

駅へ結ぶことで、ほかの路線との競合や路

線距離が延びることによる運行経費の増加

など、現時点では必ずしも採算性がよくな

るとは言えないため、駅をつなぐ路線には

なっていませんが、前回の図ですと三角形

の頂点の部分でこの地点を通りますと具体

路線のように見えるため、今後具体路線を

検討していく状況ですので、誤解がないよ

う三角形の角をとった図に修正いたしまし

た。 

 次に、３６ページをご覧ください。 

 中段の赤文字部分については、先ほどご

説明した財政支援の考え方をバス路線導入

事業の中にも記載しました。 

 また、下段のスケジュールの赤文字の部

分は、前回は短期で１カ所行うとなってい

ましたが、「初めから１カ所という目標値

はどうなのか」というご意見を踏まえ、対

象地区で順次進めていくよう修正しました。 

 次に、４１ページをご覧ください。 

 多様な交通手段を導入する事業について

も、バス路線導入事業と同様、財政支援の

考え方や事業スケジュールを修正しました。 

 次に、４２ページをご覧ください。自転

車走行環境整備事業です。 

 前回、写真右側のナビマーク、ナビライ

ンの整備を進めていくという記載になって

いましたが、写真左側の自転車専用通行帯

の整備を目指すべきというご意見を受け、

新たに追加しました。道路幅員等の条件に

合わせ、専用通行帯やナビマーク、ナビラ

インの整備を進めていきます。 

 最後に、席上にお配りした当日配付資料

をご説明いたします。３４ページをご覧く

ださい。 

 前回からの修正箇所を赤字でお示しして

おります。「進め方」のところになります

が、前回「堀切駅のエレベーター設置につ

いて検討」となっていましたが、スロープ
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を先行して設置することも考えられるため、

「バリアフリー化を検討する」と修正いた

しました。また、ホームドア設置のところ

では、「区内全駅のホームドア設置に向け

順次整備を進める」となっていましたが、

設置時期が決まっていない箇所もあります

ので、「国・関係自治体と協力しながら計

画的に整備を進める」と修正いたしました。 

 最後に、設置予定箇所の表になりますが、

東武スカイツリーラインの「中・長期」は

前回「短期」となっていましたが、現在、

２０２１年度以降整備という方針で、完了

時期までは決まっていないため、「中・長

期」に修正いたしました。また、未定の牛

田駅は前回「中・長期」になっていました

が、まだ計画が決まっていないため、「未

定」と修正させていただきました。 

 以上が前回の答申素案から修正した答申

案の説明になります。 

 事務局からは以上です。 

○内山会長 どうもありがとうございまし

た。 

 前回の皆様方のいろいろなご意見を踏ま

えて答申案としてはこういうふうにいたし

ましたということでございますが、ただい

まの説明につきまして委員の皆様からご意

見なりご指摘なりご質問なりございました

ら、どうぞ発言をお願いいたします。どこ

からでも結構ですが。―これでよろしゅ

うございましょうか。 

 私も内心はよくできているなという感想

は持っていますけれども、一番重要なのは、

区の財政支援という言葉が明示的に入った

ということかなと思っておりますが、何か

ございませんでしょうか。間違っていると

いうことはないと思いますが、つけ加える

べきこととか、そういう観点で。 

○はたの委員 区議会議員のはたのです。 

 前回私も意見を挙げさせていただいた部

分については網羅的に入れていただいて本

当に感謝しているのですけれども、ちょっ

と見にくいなという部分があったので、１

カ所だけご意見として挙げさせていただき

たいと思うのですけれども、１３ページと

１６ページの図があるのですけれども、片

方はバス路線検討地区ということでピンク

色の部分で、もう片方は多様な交通手段検

討地区という黄色い部分なのですけれども、

それを指し示している範囲が黒い点線で非

常にわかりにくいなというのがあったので、

もう少し、赤くするとかということで、多

様な交通手段を検討しているところは黄色

いところなんだよ、バス路線についてはピ

ンク色のところなんだよというのをもう少

しわかりやすいように表示していただいた

ほうがいいのかなと思いましたので、一応

意見として挙げさせていただきます。 

○内山会長 ありがとうございました。今、

隣で岡村副会長も「そうだ、そうだ」とお

っしゃいましたから、見やすいように修正

できますか。 

○交通対策課長 ご意見ありがとうござい

ます。これからまだ校正は入れられますの

で、わかりやすいように修正していきたい

と思います。この表現の仕方についてはカ

ラーユニバーサルデザインのほうも少し配

慮しつつ行っていくということで、いろい

ろ今の段階でも試行錯誤しているところで

ございますので、ほかの図表についてもわ

かりやすく表現したいと思っております。 

○内山会長 そういうふうに対応させてい

ただきますということでございます。 

 そのほかいかがでございましょうか。 

○いいくら委員 区議会議員のいいくらで

ございます。 

 ２４ページのところの「財政支援も含め

た対応を検討します」ということで、この

文言ですけれども、答申をされて区として

は具体的にいつごろから検証運行をしてい

くか。その点を具体的なことがわかる範囲
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内で、例えばこれが通った場合の仮定なの

ですけれども、その点を教えていただきた

いと思うのですけれども。 

○交通対策課長 では、事務局のほうから

ご回答させていただきます。 

 実は、来年度の予算の中で、地域に入っ

て検討組織を立ち上げるための委託の予算

をとっております。答申が来月される予定

で、行政計画としてまとまるのが多分秋口

くらいになるだろうと考えています。実際

に入るのは計画として出された後というこ

とで考えておりますので、そのぐらいから

かなというところで今のところは予定して

おります。 

○いいくら委員 期間はいつから。 

○交通対策課長 地域に入って検討するの

に多分１年半くらいかかるのだろうと。来

年度と再来年度、地域に入ってまとまって

事業者といろいろ協議をしながら社会実験

的なものをやるとすれば、国への申請も必

要になってきますので、１年半くらいかけ

てかなと想定しています。実際に社会実験

的なものが始まるのはそのくらいかけた後

ということで、再来年度まで検討して、そ

の翌年くらいに入れればと考えています。 

○いいくら委員 わかりました。 

○内山会長 実際に区のお金が入るのはま

だ先のことで、この答申案には入りません

けれども、そういうもくろみですというこ

とです。 

 そのほかいかがでございましょうか。

―よろしゅうございますか。余りにも簡

単で、ちょっと拍子抜けしてしまうのです

が。 

 では、一通りのご意見を頂戴したという

ことにいたしまして、事務局に内容を、先

ほどのような見にくいところの微修正をし

ていただき、区長に答申したいと思います。

委員の皆様、そのような形でよろしゅうご

ざいますでしょうか。―はい、ありがと

うございました。 

 そのほか何かご意見のある方はこの場で

ご発言をお願いいたします。今回の答申に

関係なくても、区の交通にかかわることな

らどこからでもよろしいと思いますが。

―よろしいですか。 

 それでは、一旦事務局に進行をお返しい

たしますので、よろしくお願いします。 

○交通対策課長 内山会長、ありがとうご

ざいました。 

 それでは最後に、岡村副会長より閉会に

当たりご挨拶をいただきたいと存じます。

岡村副会長、よろしくお願いいたします。 

○岡村副会長 本日皆様にお認めいただい

たということになっております。今までや

ってきたことをきちんと位置づけていると

いう意味で淡々と書かれてきた部分がある

一方で、思いのほか新しい考えは入ってい

るのではないかなと思っています。例えば

財政支援という言葉ですけれども、それは

区の役割をはっきり示したという意味で非

常に重要ですし、区民の役割も大事なんだ

よということがきちんと明記されていると

いうことも非常に大事なことだなと思って

います。あとは、この総合交通計画、担っ

ていくのもこのメンバーということであり

ますので、引き続き皆さんにお力添えをい

ただき実現していくこと、それからぜひ、

区民の皆様への啓発という言葉がいいかど

うかわかりませんけれども、この趣旨を理

解していただくということも非常に大事で

すので、これも皆様にご助力いただければ

と思っております。 

 皆様どうもありがとうございました。 

○交通対策課長 岡村副会長、ありがとう

ございました。 

 これで足立区総合交通計画改定協議会の

審議は終了となります。 

 今後のスケジュールの中でもご説明させ

ていただきましたが、来月４月、会長・副
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会長にお集まりいただきまして区長へ答申

を行います。答申いただいた計画書をもと

に、その後パブリックコメントを７月ごろ

に実施する予定でございます。その結果を

受けて、区の行政計画として策定いたしま

す。計画書につきましては、策定され次第、

皆様のお手元にお届けさせていただきたい

と考えております。 

 協議会は本日で終了ということでござい

ますけれども、これは計画をつくるのが目

的ではなくて、これからこれをちゃんと実

行していくことが大事だと考えております。

引き続き皆様方のご協力をよろしくお願い

いたします。 

 続きまして、ご報酬をお受け取りになる

方で口座振替依頼書をまだご提出いただい

ていない方は、大変お手数ですが、受付に

おります職員までお声がけいただき、ご提

出をお願いいたします。 

 また、本日会場にお車でお越しの方は、

駐車券をお渡ししますので、受付にて職員

にお声がけください。 

 最後に、東京都交通局自動車部様、東武

バスセントラル様、国際興業様、新日本観

光様の委員の皆様におかれましては、この

後連絡事項がございますので、大変恐縮で

ございますけれども、もう少々お時間をい

ただきたいと思いますので、お残りいただ

きたいと思います。 

 長期間にわたり熱心なご議論をいただき

まして本当にありがとうございました。こ

れで協議会は全て終了となります。本当に

ありがとうございました。お忘れ物なきよ

う、お気をつけてお帰りください。 

 ありがとうございました。 

 


